
みなとランドまでレッツゴー！東地区総合庁舎から約3.5kmの道の
りを、みんなで歩いて、汗かいて。大人も子どももがんばりました。
みなとランドに着くなり、さすがは子どもたち、いちもくさんに遊具
に走っていきました。たくさん歩いてたくさん遊んだ「山の下みなと
ランドで遊ぼう」のレポートをお送りします。

山の下みなとランドで遊ぼう
　快晴に恵まれた7月24日、東地区総合庁舎前を元気に出発。
みなとランドまでは約3.5 ㎞。決して楽な道のりではありま
せん。運動不足解消、ダイエットにも効果的と、参加された
方の声が聞こえました。
　休憩ポイントの公園では「はぁ～暑い」と給水タイム。日
陰が天国かと思える気温でしたが、ゴールまであと半分。
　そして、ゴールのみなとランドでは、大人たちは達成感と
疲労感が混在していましたが、子どもたちは広場を走りまわ
り、船の形の遊具を余すところなく遊び尽くしていました。
隣接するみなとタワーの展望台は、新潟の街や大海原、佐渡
島も一望できる気持ちの良い景色に包まれました。

ランチタイムとお楽しみ会
　たくさん遊んだあとは、それぞれ持ち寄ったお弁当でランチタイム。外で食べる
お弁当はどうしてこんなに美味しいのでしょうか。おにぎり率が高かったのはやは
り新潟米どころ。たくさん歩いた後なのに、元気一杯に遊んでいる子どもたちの原
動力はお米なんだと納得のお弁当でした。
　お楽しみ会はくじ引き。宝探しを予定してたのですが、この気温と日差しでは、
宝を見つける前に身体が先にやられてしまいます。子どもたちの景品はたくさんの
お菓子。お弁当とは別腹だそうです。そしてなんと、大人たちにもくじ引きと景品が。
景品の中身は生活雑貨。リアルにありがたいです。
　午後から少し遊んだ後は、また3.5 ㎞の道のりを帰ります。子どもたちはクイズ
出し合ったり、しりとりしたり帰りも元気いっぱいでした。
　気持ちの良い汗で、スタート地点だった東地区総合庁舎に到着。朝9時から 15
時頃までのイベント、皆さま本当にお疲れ様でした。子どもたちが楽しめていたの
で大成功だったと思います。企画されたスタップの皆さまありがとうございました。
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